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CCOONNTTEENNTTSS
☆TTOOPP NNEEWWSS 高菜部会 日本農業賞 大賞受賞！
☆「五島産素牛」枝肉共励会
☆後継者育成視察研修
・寄ってみらんかな №11 上五島支店
・太陽と緑 五島がうまいの立役者 斗石 利実さん
・経済部からのお知らせ

私たちはTPPに
日本が参加することに断固反対します



…………………………………………………………
受
賞
を
機
に
部
会
員
増
加

・
面
積
拡
大
に
期
待

Ｊ
Ａ
ご
と
う
高
菜
部
会
が
第
四
十

三
回
日
本
農
業
賞
大
賞
（
集
団
組
織

の
部
）
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
業
務
用

高
菜
の
国
産
シ
ェ
ア
二
割
を
占
め
る

Ｊ
Ａ
で
は
、
管
内
に
三
カ
所
あ
る
加

工
施
設
に
日
量
三
〇
ト
ン
が
搬
入
さ

れ
、
塩
漬
け
な
ど
の
一
次
加
工
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
一
次
加
工
で
体
積

を
減
少
さ
せ
、
島
外
へ
の
出
荷
で
も

輸
送
コ
ス
ト
を
削
減
で
き
る
と
と
も

に
、「
塩
蔵
高
菜
」
と
し
て
通
年
で

の
安
定
供
給
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
管
内
で
は
、
部
会
員
一
〇
〇

戸
が
八
五
㌶
を
栽
培
し
て
お
り
、
十

二
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
お
よ
そ
四

〇
〇
〇
㌧
の
収
穫
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
管
内
は
高
菜
の
早
期
取
り
を

行
っ
て
お
り
、
漬
け
物
業
者
の
需
要

が
高
い
、
肉
厚
で
葉
の
大
き
な
高
菜

が
育
ち
ま
す
。
ま
た
、
Ｊ
Ａ
が
生
産

者
か
ら
一
㌔
単
位
で
買
い
取
り
を
行

い
、
全
量
を
漬
物
業
者
に
販
売
す
る

こ
と
で
安
定
出
荷
を
実
現
し
て
い
ま

す
。本

山
高
菜
加
工
所
で
は
、
深
さ
二

㍍
、
一
・
八
㍍
四
方
の
タ
ン
ク
九
十

二
槽
を
設
け
、
漬
け
込
み
量
も
管
内

一
。
多
い
時
に
は
日
量
三
〇
ト
ン
の

日本農業賞（集団組織の部）

大賞受賞記念インタビュー 快挙に
喜びの声

部会・ＪＡの連携で日本一の高菜産地に
ＪＡごとう高菜部会 山下 道博 部会長 （写真㊨）

山中 秀雄 副部会長（写真㊧）
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高
菜
を
、
塩
と
ウ
コ
ン
で
一
次

加
工
を
行
い
ま
す
。
作
業
中
の

割
れ
を
防
ぎ
、
品
質
を
維
持
す

る
た
め
生
産
者
は
収
穫
し
た
高

菜
を
畑
で
天
日
干
し
し
て
か
ら

施
設
に
持
ち
込
み
ま
す
。
漬
け

込
み
作
業
に
は
、
地
域
の
女
性

ら
十
人
が
当
た
り
、
地
域
の
雇

用
創
出
に
も
貢
献
し
て
い
ま
す
。

受
賞
の
喜
び
を
同
部
会
の
山

下
道
博
部
会
長
は
「
名
誉
あ
る

賞
を
頂
き
、
部
会
員
一
同
大
変

喜
ん
で
い
る
。
高
菜
は
比
較
的

育
て
や
す
い
の
で
、
受
賞
を
契

機
と
し
て
今
後
も
新
規
部
会
員

が
増
え
て
く
れ
れ
ば
」
と
話
し

ま
し
た
。
ま
た
、
Ｊ
Ａ
農
産
園

芸
部
の
松
下
充
部
長
は
「
肥
培

管
理
の
徹
底
で
、
今
年
産
の
品

質
は
良
好
。
受
賞
を
機
に
品
質

の
高
い
塩
蔵
高
菜
を
契
約
先
に

出
荷
し
、
五
島
産
高
菜
を
も
っ

と
島
外
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

管
内
の
高
菜
栽
培
面
積
は
二

〇
〇
八
年
度
五
〇
㌶
で
し
た
が
、

他
品
目
か
ら
の
転
作
や
同
Ｊ
Ａ

の
奨
励
品
目
と
し
て
推
進
を

行
っ
た
結
果
、
今
年
は
日
本
一

の
タ
カ
ナ
生
産
地
と
な
る
見
込

み
で
す
。

（
日
本
農
業
新
聞

二
月
六
日
掲
載
）

特記事項

旧本山高菜部会設立
面積5ha、
会員30名
平均作付面積
17a／戸

面積6ha、
会員35名

面積16ha、
会員50名

面積30ha、
会員82名

面積39．7ha、
会員88名

面積40ha、
会員65名

面積70ha、
会員118名

追 加
タンク数

28基
（生葉の
高菜で1
基10㌧～
12㌧）

44基

32基

10基
26基

48基

計188基

発 展 経 過

・旧本山農協、旧福江市農協に対し、福岡県の食品
会社（漬物業者）から生産の依頼があり、高菜の
新産地化に着手。

・平成3年度秋定植－翌年春収穫する春高菜の栽培
開始。

・長崎県「第2次新農政推進事業」により、旧本山
農協に加工施設を整備。

・3農協が広域合併（五島農協・福江市農協・本山
農協）

・需要拡大に対応するため県補助事業を活用し、旧
本山農協で加工施設を増設。

・旧福江市農協も加工施設を設置し、市内に栽培拡
大。

・「先進的生産総合対策推進事業」により、加工施
設を増設。

・2農協（ごとう農協、上五島農協）が合併し「ご
とう農協」発足。

・ＪＡ自己資金により、加工施設を増設。
・「強い農業づくり交付金事業」により、加工施設
を増設。

・新規販売先開拓のため、部会及びＪＡで販売促進
を強化。
（福岡県、県内）
・「生産総合対策推進事業（国庫）」により、廃液処
理施設を整備。
（大津地区）

・「農業・食品産業競争力強化支援事業（国庫）」に
より、加工施設を岐宿町に整備。

・五島市のほぼ全域での栽培拡大、一次加工（塩蔵）
できる体制を整備。

・食品会社からの取引拡大に対応するため、26年度
以降の稼働に向けた加工施設の増設、廃液処理施
設の整備を計画。
（本山地区、崎山地区、大津地区を予定）

・日本農業賞（集団組織の部）大賞を受賞。

年度

平成
4年

5年

6年

13年

17年

18年

22年

25年

26年

ＪＡごとう高菜部会の面積・部会員数の推移と計画

荷
台
に
満
載
の
高
菜
は
冬
の
風
物
詩

葉
が
大
き
く
良
質
な
五
島
産
高
菜

【ＪＡごとう高菜部会誕生までの経過】

五島産高菜を使った商品
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Ｊ
Ａ
ご
と
う
は
二
月
二
十
七
日
、
佐
世
保

市
干
尽
町
の
佐
世
保
食
肉
セ
ン
タ
ー
で
平
成

二
十
五
年
度
「
五
島
産
素
牛
」
枝
肉
共
励
会

を
開
き
ま
し
た
。
上
物
率
も
高
く
優
れ
た
枝

肉
の
多
い
中
、
平
野
幸
一
さ
ん
出
品
の
枝
肉

が
2
年
連
続
金
賞
に
輝
き
、
㌔
単
価
三
、
二

〇
二
円
で
販
売
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
結
果

を
素
牛
の
改
良
や
優
良
子
牛
生
産
に
活
か
し
、

せ
り
価
格
へ
の
反
映
を
目
指
し
ま
す
。

同
会
は
「
五
島
産
素
牛
」
の
Ｐ
Ｒ
と
枝
肉

調
査
検
証
を
行
い
、
購
買
者
の
ニ
ー
ズ
に

あ
っ
た
子
牛
づ
く
り
に
反
映
す
る
こ
と
が
目

的
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
長
崎
県
、
佐

賀
県
か
ら
五
島
産
素
牛
を
購
入
し
た
生
産
者

が
四
十
七
頭
の
枝
肉
を
出
品
。
審
査
は
歩
留

や
肉
質
を
も
と
に
実
施
さ
れ
、
金
賞
に
輝
い

た
平
野
さ
ん
の
出
品
枝
肉
は
ロ
ー
ス
芯
面
積

が
大
き
く
、
バ
ラ
の
厚
み
、
脂
肪
交
雑
も
優

れ
て
い
る
と
高
い
評
価
を
得
て
の
受
賞
と
な

り
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
畜
産
担
当
者
は
「
上
物
率
が
八
三
㌫

と
高
く
、
肉
質
も
向
上
し
て
お
り
、
素
牛
の

質
の
向
上
が
図
ら
れ
て
い
る
。
今
後
も
購
買

者
の
求
め
る
素
牛
の
生
産
や
一
戸
一
頭
増
頭

運
動
、
繁
殖
雌
牛
五
、
〇
〇
〇
頭
の
達
成
に

向
け
、
Ｊ
Ａ
を
中
心
に
関
係
機
関
一
体
と
な

り
取
り
組
む
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

平野幸一さん（島原雲仙）が連覇！
―平成25年度「五島産素牛」枝肉共励会―

格付

Ａ5

Ａ5

Ａ5

Ａ5

Ａ5

BMS
№

12

10

10

9

8

枝肉
単価
（円）

3，202

2，700

2，600

2，401

2，400

枝肉
重量
（kg）

557．1

582

569．4

434．5

479．2

出荷
体重
（kg）

828

846

845

668

751

血 統

母の祖父

安平

北国7の8

平茂勝

牛若丸

平茂晴

母の父

百合茂

牛若丸

福栄

平茂晴

百合茂

父

平茂晴

平茂晴

平茂晴

百合茂

北平安

性別

去勢

去勢

去勢

雌

去勢

素牛生産者

境 勝典

木戸 利男

谷川 貞美

柳野 敏雄

野口 一

出品者

平野 幸一

浪瀬 真吾

池野 一宏

奥谷 利見

㈱桑原畜産

農協名

島原
雲仙

県央

県央

西海

佐賀
みどり

褒賞

金賞

銀賞

銀賞

銅賞

銅賞

開
会
式
の
様
子

金
賞
を
受
賞
し
た
平
野
さ
ん
の
枝
肉
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見識広め、五島農業の更なる発展に期待
―青年農業者視察研修―

福岡県宗像市のＪＡむなかたのブ
ロッコリー選果場を視察しました。出
荷先の状況や栽培品種、保管・輸送方
法などを担当者から紹介してもらい、
五島との違いを確認しました。

福岡県宗像市のアスパラ農家（寺嶋
浩太さん）の圃場を視察しました。出
荷は契約先のレストランと道の駅との
こと。こちらでは堆肥の散布方法など
の技術面でアスパラ農家の参加者が刺
激を受けたようです。

福岡県宗像市の㈱みずほファームで
ブロッコリー8．5㌶の圃場を見学。水
稲の裏作でこれだけの規模の面積を栽
培しているということで、参加者の中
には将来五島で法人化を決意した方も
いたようです。

佐賀県唐津市の中山畜産を視察。肥
育頭数900頭のうち700頭が五島産素牛
という大規模農家です。牛舎内の環境
を見るのはもちろん、五島産素牛に求
めるポイントも伺いました。

諫早市の諫早湾干拓地にて研修。干
拓事業は優良農地の造成と防災機能を
兼ね備えたもので、入植されている方
は玉ねぎやレタスなどの露地栽培が多
く、参加者は農業経営の他、安全対策
などへの意識を高めました。

アスパラと同じく、寺嶋さんのイチ
ゴ圃場へ。福岡を代表する品種「あま
おう」を栽培しており、ここでは天敵
の防除方法や栽培技術について研修を
行いました。

ＪＡむなかた青年部との意見交換会（ＪＡむなかた津屋崎支店）

ごとう5



当
Ｊ
Ａ
は

二
十
四
日
、

平
成
二
十
六

年
産
春
芽
ア

ス
パ
ラ
ガ
ス

出
荷
会
議
を

行
い
ま
し
た
。

市
場
で
の
単

価
が
安
定
し

や
す
い
春
芽

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
単
収
ア
ッ
プ
を
図

り
、
生
産
者
の
所
得
向
上
を
図
り
た

い
ね
ら
い
で
す
。

管
内
で
は
二
月
下
旬
か
ら
関
東
・

関
西
地
区
へ
の
出
荷
が
始
ま
る
予
定

で
、
こ
れ
を
受
け
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

部
会
役
員
や
関
係
機
関
を
含
め
た
約

二
十
名
が
出
荷
の
時
期
や
市
場
の
要

望
を
再
確
認
し
ま
し
た
。
本
年
産
の

春
芽
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
作
付
面
積
五

三
八
㌃
、
出
荷
量
三
九
・
二
㌧
を
計

画
し
て
お
り
、
平
均
単
収
七
三
〇
㌔

以
上
が
目
標
。

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
調
理
も
簡
単
で

消
費
者
の
需
要
が
高
い
品
目
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

同
Ｊ
Ａ
で
は
夏
芽
を
し
っ
か
り
収
穫
す
る
こ
と
で

圃
場
の
小
ま
め
な
管
理
を
行
い
、
春
芽
の
単
収

ア
ッ
プ
に
取
り
組
む
方
針
で
す
。
市
場
担
当
者
も

「
五
島
産
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
お
い
し
さ
や
新
し
い

食
べ
方
の
Ｐ
Ｒ
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
き
た
い
」

と
有
利
販
売
へ
の
意
欲
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

五
島
家
畜
市
場
で
二
月
二
十
日
、
平
成
二

十
五
年
度
第
十
一
回
と
な
る
五
島
肉
用
牛
大

学
が
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
学
は
五
島
の

畜
産
農
家
の
所
得
向
上
を
目
的
に
昨
年
度
か

ら
行
わ
れ
、
こ
れ
ま
で
全
国
各
地
か
ら
様
々

な
分
野
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
講
師
に
招
き
、

畜
産
関
係
者
ら
は
生
の
声
を
技
術
や
所
得
向

上
に
活
か
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
講
義
で
は
、
生
産
者
、
Ｊ
Ａ
な
ど

お
よ
そ
五
十
名
が
参
加
し
、
一
時
間
目
の
講

義
で
は
肉
用
牛
経
営
と
集
落
営
農
（
飼
料
作

物
受
託
）
に
つ
い
て
、
宮
崎
県
都
城
市
か
ら

都
城
和
牛
育
種
組
合
の
久
留
雅
博
組
合
長
が

購
買
者
か
ら
評
価
を
受
け
て
い
る
マ
ニ
ュ
ア

ル
牛
の
仕
組
み
や
法
人
に
よ
る
飼
料
作
物
受

託
に
つ
い
て
説
明
。
二
時
間
目
に
は
熊
本
県

菊
池
市
の
Ｊ
Ａ
菊
池
畜
産
専
門
委
員
会
か
ら

中
村
幸
弘
委
員
長
が
「
強
い
肉
牛
産
地
を
目

指
し
た
繁
殖
基
盤
づ
く
り
」
と
題
し
、
繁
殖

経
営
に
ゼ
ロ
か
ら
挑
ん
だ
経
験
と
増
頭
に
向

け
た
定
休
型
畜
産
ヘ
ル
パ
ー
利
用
組
合
の
制

度
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

五
島
地
域
で
は
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
解

消
の
た
め
、
現
在
、
試
験
的
に
ヘ

ル
パ
ー
制
度
を
運
用
し
て
お
り
、

講
義
終
了
後
に
は
生
産
者
か
ら

「
ヘ
ル
パ
ー
の
具
体
的
な
作
業
内

容
は
？
」
な
ど
の
質
問
が
相
次
ぎ
、

四
月
か
ら
の
本
格
的
な
ヘ
ル
パ
ー

制
度
運
用
に
向
け
、
有
意
義
な
講

義
と
な
り
ま
し
た
。
同
大
学
は
来

月
の
講
義
を
最
後
に
二
年
間
の
幕

を
閉
じ
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

当
Ｊ
Ａ
で
は
一
月
下
旬
か
ら
平
成

二
十
五
年
産
抑
制
カ
ボ
チ
ャ
の
出
荷

が
続
い
て
い
ま
す
。
一
定
温
度
で
の

貯
蔵
に
よ
る
端
境
期
出
荷
で
、
熟
成

さ
せ
た
高
品
質
の
五
島
産
カ
ボ
チ
ャ

の
市
場
へ
の
出
荷
定
着
を
図
り
ま
す
。

出
荷
は
関
東
地
区
の
市
場
へ
週
一
回

の
頻
度
で
行
う
予
定
で
、
今
月
上
旬

ま
で
に
三
〇
㌧
を
出
荷
す
る
見
込
み

で
す
。

通
常
、
抑
制
カ
ボ
チ
ャ
は
十
一
月

下
旬
か
ら
十
二
月
下
旬
頃
に
出
荷
を

行
い
ま
す
が
、
Ｊ
Ａ
で
は
カ
ボ
チ
ャ

専
用
貯
蔵
庫
で
十
二
℃
を
保
ち
、
二

ヶ
月
を
目
安
に
貯
蔵
。
五
島
で
は
二

〇
〇
八
年
か
ら
国
産
カ
ボ
チ
ャ
の
端

境
期
と
な
る
一
月
下
旬
か
ら
三
月
上

旬
に
出
荷
を
行
っ
て
い
ま
す
。
貯
蔵
し
た
カ
ボ

チ
ャ
は
熟
成
が
進
み
甘
み
が
増
す
た
め
、
消
費
者

か
ら
の
人
気
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
主
に
売
れ
筋

サ
イ
ズ
の
4
Ｌ
か
ら
Ｌ
を
貯
蔵
し
、
国
産
カ
ボ

チ
ャ
の
端
境
期
に
出
荷
す
る
こ
と
で
高
値
取
引
を

目
指
す
と
と
も
に
、
五
島
産
カ
ボ
チ
ャ
の
知
名
度

ア
ッ
プ
に
努
め
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
担
当
者
は
「
端

境
期
出
荷
で
付
加
価
値

を
生
み
出
し
、
有
利
販

売
す
る
こ
と
で
生
産
者

の
生
産
意
欲
が
増
す
と

確
信
し
て
い
る
。
貯
蔵

施
設
の
規
模
を
考
え
な

が
ら
栽
培
面
積
拡
大
に

努
め
た
い
」
と
話
し
ま

し
た
。

端端端端端端端端端端端端端端端端端端端端境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出荷荷荷荷荷荷荷荷荷荷荷荷荷荷荷荷荷荷荷荷でででででででででででででででででででで定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定着着着着着着着着着着着着着着着着着着着着図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図るるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
－貯蔵カボチャ出荷－

春春芽芽アアススパパララ反反収収アアッッププにに向向けけてて
－春芽アスパラ出荷会議－

先先進進地地のの生生のの声声にに刺刺激激受受けけるる
－25年度第11回五島肉用牛大学－

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
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Ｊ
Ａ
共
済
全
国
小
・
中
学
生
書
道
コ

ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
が
二
月
七
日
、
東

京
の
Ｊ
Ａ
共
済
ビ
ル
で
行
わ
れ
、
管
内

か
ら
最
高
賞
で
あ
る
農
林
水
産
大
臣
賞

を
受
賞
し
た
福
田
杏
奈
さ
ん
が
出
席
し

ま
し
た
。
審
査
委
員
か
ら
は
「
一
筆
ひ

と
筆
が
力
強
く
重
み
が
あ
り
、
形
が

整
っ
て
い
て
見
事
。
大
き
く
根
を
張
っ

た
大
木
の
よ
う
な
安
定
感
が
あ
る
」
と

素
晴
ら
し
い
評
価
を
頂
い
て
い
ま
す
。

当
Ｊ
Ａ
で
は
二
月
十
九
日
か
ら
マ
ル

チ
シ
ー
ト
を
活
用
し
栽
培
さ
れ
た
超
早

出
し
バ
レ
イ
シ
ョ
の
出
荷
が
始
ま
り
ま

し
た
。
管
内
の
超
早
出
し
バ
レ
イ
シ
ョ

生
産
量
の
八
割
以
上
を
占
め
る
Ｊ
Ａ
崎

山
集
荷
所
に
は
お
よ
そ
二
㌧
の
バ
レ
イ

シ
ョ
が
集
め
ら
れ
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
で
は

国
内
産
地
の
端
境
期
に
合
わ
せ
た
出
荷

で
有
利
販
売
を
行
い
、
生
産
者
の
所
得

向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

例
年
、
二
月
上
旬
に
出
荷
が
始
ま
る
超
早
出
し
バ

レ
イ
シ
ョ
で
す
が
、
今
年
は
北
海
道
産
が
豊
作
だ
っ

た
こ
と
も
踏
ま
え
、
お
よ
そ
半
月
遅
れ
の
ス
タ
ー
ト

と
な
り
ま
し
た
。
管
内
の
バ
レ
イ
シ
ョ
は
農
薬
や
使

用
量
や
化
学
肥
料
の
窒
素
成
分
を
減
ら
し
た
栽
培
と

な
っ
て
お
り
、
長
崎
県
の
特
別
栽
培
農
産
物
の
認
証

を
取
得
。
食
の
安
全
・
安
心
の
観
点
か
ら
注
目
が
集

ま
っ
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
担
当
者
は
「
本
年
産
は
大
玉
傾
向
で
収
量
も

上
が
っ
て
く
る
。
ま
た
、
例
年
に
な
く
バ
レ
イ
シ
ョ

の
肌
つ
や
も
良
く
、
品
質
も
良
好
」
と
話
し
、
自
信

を
の
ぞ
か
せ
ま
し
た
。
管
内
で
は
超
早
出
し
か
ら
順

次
早
出
し
、
春
作
と
バ
レ
イ
シ
ョ
の
出
荷
が
続
き
、

関
西
圏
を
中
心
に
五
月
上
旬
ま
で
お
よ
そ
四
〇
〇
㌧

を
出
荷
す
る
計
画
で
す
。

下
五
島
地
域
農
業
再
生
協
議
会
は
二

月
四
日
、
五
島
市
役
所
で
平
成
二
十
六

年
水
稲
栽
培
講
習
会
を
開
き
ま
し
た
。

こ
の
講
習
会
は
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も

の
で
、
二
十
一
日
ま
で
管
内
各
地
で
開

か
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
二
十
六
年

度
よ
り
見
直
し
が
行
わ
れ
る
経
営
所
得

安
定
対
策
に
つ
い
て
も
説
明
が
行
わ
れ
、

生
産
農
家
の
関
心
も
高
い
も
の
と
な
り

ま
し
た
。

米
の
消
費
量
の
落
ち
込
み
や
民
間
の

在
庫
数
量
が
膨
大
と
な
っ
て
お
り
、
国

が
生
産
数
量
目
標
を
減
ら
し
た
こ
と
を

背
景
に
、
管
内
で
も
来
年
度
の
生
産
数

量
目
標
が
三
二
七
四
㌧
（
前
年
度
比
七

七
・
六
㌧
減
）
と
な
り
、
面
積
換
算
値

が
初
め
て
八
〇
〇
㌶
を
割
り
込
む
見
込

み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
管
内
で
は

主
食
用
米
へ
の
異
品
種
混
入
を
防
ぐ
た

め
、
主
食
用
米
品
種
で
多
収
量
が
見
込

ま
れ
る
「
に
こ
ま
る
」
の
栽
培
を
推
進

し
、
飼
料
用
米
や
Ｗ
Ｃ

Ｓ
用
稲
と
し
て
活
用
し

て
い
く
方
針
で
す
。
ま

た
、
同
協
議
会
は
「
水

田
フ
ル
活
用
ビ
ジ
ョ

ン
」
に
基
づ
く
地
域
振

興
作
物
の
高
菜
や
ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
な
ど
へ
の

栽
培
を
奨
励
す
る
た
め

産
地
交
付
金
に
つ
い
て

も
説
明
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

丁寧な処理で需要高く

大大大大大大大大大大大大大大大大玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉でででででででででででででででで品品品品品品品品品品品品品品品品質質質質質質質質質質質質質質質質良良良良良良良良良良良良良良良良好好好好好好好好好好好好好好好好
－超早出しバレイショ出荷－

対策見直しによる変更点とは？
－経営所得安定対策説明会・水稲栽培講習会－

第57回ＪＡ共済全国小・中学生書道コンクールの
表彰式が行われました （東京都・ＪＡ共済ビルにて）

【条幅の部】農林水産大臣賞
五島市立川原小学校3年
福田 杏奈さん

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

力
強
い
作
品
と
一
緒
に
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№11上五島支店
・正組合員戸数：540戸
・准組合員戸数：1，505戸
・基 幹 作 目：畜産、ツワ、甘藷など
・支店職員数：33人

当
支
店
は
昭
和
五
十
一
年
に
旧

上
五
島
農
協
本
所
と
し
て
建
設
さ

れ
、
そ
の
後
、
合
併
・
支
店
統
廃

合
を
経
て
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま

す
。新

上
五
島
町
合
併
以
前
の
旧
上

五
島
町
と
旧
新
魚
目
町
の
一
部

（
南
地
区
）
を
管
轄
し
て
お
り
、

中
通
島
の
ほ
ぼ
中
心
に
位
置
し
て

お
り
ま
す
。
管
内
に
は
、
国
指
定

重
要
文
化
財
の
「
青
砂
ヶ
浦
天
主

堂
」
や
世
界
初
の
洋
上
タ
ン
ク
式

「
上
五
島
国
家
石
油
備
蓄
基
地
」

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

人
情
味
豊
か
な
組
合
員
の
皆
様

や
地
域
の
利
用
者
の
方
々
と
の
ふ

れ
あ
い
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
こ

れ
か
ら
も
地
域
に
愛
さ
れ
る
支
店

を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

ターデ本基

♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪上上上上上上上上上上上上上上五五五五五五五五五五五五五五島島島島島島島島島島島島島島っっっっっっっっっっっっっっててててててててててててててここここここここここここここんんんんんんんんんんんんんんななななななななななななななととととととととととととととこここここここここここここころろろろろろろろろろろろろろ♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪管内のおすすめスポット
矢堅目公園
矢堅目公園

円錐形の奇岩と複雑な海岸線が美しい
風景を描く公園です。鬼ユリの群生地
としても知られています。

ごとう 8



斗
石
さ
ん
は
現
在
、
繁
殖
和
牛
九
頭
の

飼
育
と
飼
料
作
物
を
四
〇
㌃
で
栽
培
し
て

い
ま
す
。

故
郷
で
牛
飼
い
の
夢
叶
え
る

学
校
を
卒
業
後
、
静
岡
県
で
漁
船
を
作

る
仕
事
を
し
て
い
た
斗
石
さ
ん
。
昭
和
五

十
八
年
に
故
郷
に
戻
り
、
夢
だ
っ
た
畜
産

農
家
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

実
家
は
も
と
も
と
棚
田
で
水
稲
な
ど
を
栽

培
さ
れ
て
お
り
、
現
在
は
そ
の
場
所
に
飼

料
作
物
を
栽
培
。
就
農
し
た
三
十
年
前
に

裏
山
の
ス
ギ
の
間
伐
材
を
利
用
し
、
強
化

繊
維
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
（
Ｆ
Ｒ
Ｐ
）
と
組
み

合
わ
せ
て
牛
舎
も
手
づ
く
り
さ
れ
て
い
ま

す
。手

づ
く
り
へ
の
こ
だ
わ
り

手
づ
く
り
は
牛
舎
だ
け
で
な
く
道
具
に

ま
で
お
よ
び
、
栽
培
し
て
い
る
竹
と
Ｆ
Ｒ

Ｐ
を
使
っ
た
牛
の
ふ
ん
を
掃
除
す
る
道
具

や
飼
料
を
運
ぶ

道
具
も
作
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
牛
舎
の

屋
根
部
分
に
は

健
康
増
進
の
た

め
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
用
品
も
完

備
。
こ
れ
も
も

ち
ろ
ん
斗
石
さ

ん
の
お
手
製
で
、

眼
下
に
広
が
る
海
を
見
な
が
ら
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
は
気
分
転
換
に
な
る
そ
う
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
良
い
子
牛
を

上
五
島
の
畜
産
農
家
の
中
で
も
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
の
成
績
を
収
め
て
い
る
斗
石
さ
ん
。

い
つ
も
心
掛
け
て
い
る
こ
と
は
「
人
も
牛

も
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い
こ
と
。
良
い
環

境
か
ら
良
い
牛
が
育
つ
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。
昔
な
が
ら
の
飼
い
方
で
、
ピ
ー
ク

時
よ
り
頭
数
は
減
り
ま
し
た
が
、
少
数
精

鋭
で
目
が
行
き
届
く
よ
う
に
な
っ
た
と
い

い
ま
す
。

取
材
時
に
は
出
産
を
控
え
た
牛
が
三
頭

お
り
、
出
産
前
に
は
事
故
防
止
の
た
め
、

牛
舎
へ
泊
り
込
み
で
備
え
て
い
る
そ
う
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
一
頭
一
頭
を
大
事
に
育

て
て
い
き
た
い
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し

た
。

太陽と緑
五島がうまい

の
立役者

手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手づづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりののののののののののののののののののののののののののののののののののももももももももももももももももももももももももももももももももももののののののののののののののののののののののののののののののののののでででででででででででででででででででででででででででででででででで良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい牛牛牛牛牛牛牛牛牛牛牛牛牛牛牛牛牛牛牛牛牛牛牛牛牛牛牛牛牛牛牛牛牛牛をををををををををををををををををををををををををををををををををを育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育ててててててててててててててててててててててててててててててててててるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
新上五島町丸尾郷
と いし とし み

斗石 利実さん（66）NO．46
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……………………………………………………………………………………………………………………

当
Ｊ
Ａ
青
年
部
福
江
支
部
は
一
月
二
十
九
日
、

五
島
市
立
奥
浦
小
学
校
（
野
茂
正
範
校
長
）
で

児
童
ら
と
五
島
特
産
の
か
ん
こ
ろ
餅
づ
く
り
を

行
い
ま
し
た
。
か
ん
こ
ろ
餅
は
ゆ
で
か
ん
こ
ろ

と
呼
ば
れ
る
サ
ツ
マ
イ
モ
を
湯
が
い
て
乾
燥
さ

せ
た
も
の
と
、
も
ち
な
ど
を
合
わ
せ
て
作
ら
れ

る
も
の
で
、
今
回
使
わ
れ
た
サ
ツ
マ
イ
モ
は
青

年
部
と
児
童
ら
で
栽
培
し
た
も
の
。

例
年
、
か
ん
こ
ろ
餅
づ
く
り
に
は
地
域
住
民

や
保
護
者
も
参
加
し
、
今
回
は
全
校
児
童
四
十

四
名
や
同
Ｊ
Ａ
女
性
部
福
江
支
部
を
含
む
お
よ

そ
七
十
名
で
か
ん
こ
ろ
餅
づ
く
り
を
楽
し
み
ま

し
た
。
児
童
ら
は
保
護
者
や
先
生
た
ち
か
ら
説

明
を
受
け
た
後
、
上
級
生
が
蒸
し
あ
が
っ
た
か

ん
こ
ろ
を
他
の
材
料
と
混
ぜ
合
わ
せ
、
下
級
生

が
餅
を
丸
め
る
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

で
き
あ
が
っ
た
か
ん
こ
ろ
餅
は
参
加
者
全
員
で
試
食
。

「
朝
か
ら
作
業
を
頑
張
っ
た
の
で
と
て
も
お
い
し
い
」な
ど

の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
袋
詰
め
を
行
っ
た
も

の
は
児
童
ら
が
日
頃
の
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
地
域
住

民
に
配
布
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
野

茂
校
長
は
「
青
年
部
の
方
々
を
は
じ
め
、
地
域
の
方
々
と

連
携
し
て
食
農
教
育
を
行
っ
て
い
る
。
児
童
が
地
域
の
味

を
学
ぶ
と
と
も
に
、

イ
モ
の
栽
培
を
通

し
て
命
の
大
事
さ

を
知
る
こ
と
の
で

き
る
貴
重
な
体
験

が
で
き
て
い
る
」

と
話
し
ま
し
た
。

当
Ｊ
Ａ
青

年
部
崎
山
支

部
は
一
月
二

十
八
日
、
五

島
市
立
崎
山

小
学
校
（
笹

山
義
徳
校

長
）
で
行
わ

れ
た
給
食
集

会
で
地
元
特

産
の
「
五
島
牛
」
の
人
形
を
使
っ
た
出

し
も
の
を
披
露
し
ま
し
た
。
こ
の
集
会

は
一
月
二
十
四
日
の
給
食
記
念
日
に
合

わ
せ
て
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、

児
童
、
青
年
部
な
ど
お
よ
そ
八
十
名
が

参
加
し
、
給
食
や
食
材
な
ど
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
ま
し
た
。

会
で
は
、
児
童
ら
に
よ
る
人
形
劇
や

箸
を
使
っ
て
豆
を
移
動
さ
せ
る
ゲ
ー
ム
な
ど
が
行

わ
れ
た
後
、
青
年
部
手
づ
く
り
の
等
身
大
の
「
五

島
牛
」
模
型
が
登
場
。
児
童
ら
か
ら
大
き
な
声
援

が
上
が
り
ま
し
た
。
部
員
ら
は
碁
盤
乗
り
な
ど
の

演
目
を
披
露
し
、
牛
の
部
位
ご
と
の
図
を
使
い
、

そ
れ
ぞ
れ
の
部
位
の
特
徴
や
料
理
の
仕
方
な
ど
を

説
明
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
笹
山
校
長
は

「
毎
年
、
麦
の
栽
培
や
う
ど
ん
作
り
で
青
年
部
に

協
力
し
て
頂
い
て
い
る
。
生
産
者
の
生
の
声
を
聞

く
こ
と
が
で
き
、
児
童
ら
は
食
や
命
の
大
切
さ
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
」
と
話
し
ま
し
た
。

当
Ｊ
Ａ
女
性
部
助
け
合
い
組
織
は

ま
ゆ
う
部
会
は
二
月
十
九
日
、
三
井

楽
町
公
民
館
で
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

を
開
き
ま
し
た
。
同
部
会
で
は
年
に

数
回
、
管
内
の
各
地
区
で
こ
う
し
た

ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
お
り
、

今
回
は
年
金
友
の
会
会
員
を
中
心
に

お
よ
そ
四
十
名
が
参
加
。

開
会
の
挨
拶
で
同
部
会
の
片
山
染

子
部
会
長
は
「
同
地
区
で
の
ミ
ニ
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
は
六
回
を
数
え
、
毎
回

多
く
の
方
に
来
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

今
日
も
い
ろ
い
ろ
な
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
用
意
し
て
い
る
の
で
、
最

後
ま
で
楽
し
ん
で
も
ら
え
れ
ば
」
と
述
べ
ま
し

た
。
受
付
時
に
血
圧
測
定
を
行
っ
た
参
加
者
た

ち
は
部
会
員
が
手
作
り
し
た
お
や
つ
や
、
カ
ラ

オ
ケ
、
紙
芝
居
な
ど
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。特
に
、人

気
が
高
い
の
が
頭
の
体
操
。
軽
快
な
五
島
弁
を

交
え
な
が
ら
行
う
体
操
は
座
り
な
が
ら
で
き
る

の
で
無
理
せ
ず
楽
し
む
こ

と
が
で
き
、
毎
回
笑
い
声

の
絶
え
な
い
コ
ー
ナ
ー
と

な
っ
て
い
ま
す
。
同
部
会

で
は
今
後
も
こ
の
よ
う
な

ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
開

き
、
要
介
護
認
定
の
申
請

方
法
な
ど
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
の
説
明
も
行
い
ま
す
。

郷土の味をみんなで手づくり
－奥浦小学校かんころ餅づくり－

小学校に「五島牛」がやってきた⁉
－崎山小学校給食集会－

笑顔絶えない楽しい時間に
―三井楽地区ミニデイサービス―

女性部の活動

青年部の活動
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いつもＪＡバンクをご利用いただき、誠にありがとうございます。
さて、当ＪＡでは消費税の税率改定に伴い、平成26年4月1日㈫

から各種手数料を改定させていただく事としました。
何卒、お客様にはご理解を賜りますよう、よろしくお願い致します。

なお、税抜手数料部分の改定はなく、消費税部分のみの改定とな
ります。

例）窓口振込手数料（店内振込）
（振込みが3万円未満の場合）

平成26年3月31日まで 105円（手数料100円＋消費税5円）
平成26年4月1日以降 108円（手数料100円＋消費税8円）

各種手数料の詳細については、窓口にお尋ねください。
〈ＪＡバンク〉

Ａコープ岐宿店閉店のお知らせ
日頃より、当組合をご利用賜り厚く御礼申し上げます。
Ａコープ岐宿店は長年、地域密着型店舗として営業して参り
ましたが、この度、平成26年3月29日㈯をもちまして閉店する
こととなりました。
永年のご愛顧に対し、深く感謝申し上げます。
今後もＪＡ事業のご利用・ご愛顧を賜りますよう宜しくお願
い申し上げます。

消費税率改定に伴う
手数料改定のお知らせ

※今までご利用頂いていた、ポイントカードの還元を3月17日㈪から
行いますので、3月29日㈯までに必ず手続きをお願い致します。

ごとう 12



ミツバの爽やかな香りの成分に
は、胃もたれを防いで食欲を高め
たり、神経の興奮を鎮めて、スト
レスを解消する働きがあります。
ミツバは、栽培方法によって品

種が分けられます。スポンジ付き
のもので、水耕栽培され、一年中
出回っている「糸ミツバ」、光を
さえぎって育て、根元で切って収
穫される「切りミツバ」、土寄せ
して葉が出たら根ごと収穫、出荷
される「根ミツバ」があります。
根ミツバは春が旬で、香りが強く、
しゃきしゃきとした歯触りが特徴
です。根もよく洗って、きんぴら
にして食べられます。
ミツバはビタミンＡ（カロテ

ン）が多く、緑黄色野菜に分類さ
れます。血圧を調整する働きのあ
るカリウムも豊富です。

切りミツバ、糸ミツバ、根ミツ
バの順に、茎が太く堅く、香りも
強くなるので、さっとゆでて使っ
たり、薬味には、切りミツバや糸
ミツバ、炒め物には、根ミツバが
お薦めです。お吸い物、茶碗蒸し
に載せて、彩りにする他、あえ物
やおひたし、天ぷらにして香りを
楽しみます。炒め物や蒸し物など
加熱するときは、時間を短くし、
食感を残して、香りを生かすのが
ポイントです。
選ぶときは、葉の緑色が鮮やか

で、全体的に茎に張りがあり、み
ずみずしいものを。香りを生かす
ため、できるだけ1回で使い切り
たいですが、残ったときは、乾燥
するとしおれて香りがなくなるの
で、スポンジ部分に水を含ませた
り、水でぬらしたキッチンペー

パーに包んでビニール袋に入れ、
冷蔵庫で保存して、1～2日で使
いましょう。

根ミツバ※…………………………………1束（250ｇ）
アサリ（殻付き）……………………………………200ｇ
水 …………………………………カップ1（200ml）
塩………………………………………………小さじ1
酒…………………………………………………大さじ2
しょうゆ……………………………………小さじ1／2

※糸ミツバ、切りミツバで作るときは、160ｇ

⑴ アサリは塩水に漬けて2～3時間置いて砂抜きを
します。殻をこすり合わせてよく洗います。

⑵ 根ミツバは根を切り落とし、4cm長さに切りま
す。

⑶ フライパンにアサリを入れ、酒を振ってふたをし、
強火にかけます。沸騰したら中火にし、3～4分
蒸し煮にします。

⑷ アサリの殻が開いたら、ミツバを加えてざっと混
ぜます。しょうゆを加えて、ひと混ぜし、火を止
めます。

ミ ツ バ
香りが命。胃もたれを防ぎ、ストレスを解消します

材料（2人分）

作り方

RECIPE

写真左から切りミツバ、糸ミツバ、根ミツバ

（1人分33kcal）

根ミツバとアサリの
酒蒸し

※アサリの砂抜
き時間は除く

調理時間

15分

ごとう13



編
集
後
記

旅
行
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

●お問い合わせは…
ＪＡごとう経済部 0959（72）6585
または、各支店・出張所まで

住所：〒853‐0041 五島市籠渕町2450‐1
電話：0959‐88‐9933 FAX：0959‐88‐9922
営業時間：9時～19時
※農家レストランは11時～14時（予約については別途）

15時～19時（軽食）
※土日・祝日限定バイキング 11時～15時、17時～19時
料金 大人：1，000円 子ども：500円（小学生以下）

定休日：毎月第1・第3月曜日（祝日の場合は営業、振替なし）

前
月
号
、
本
号
と
ご
紹
介
し

ま
し
た
が
、
改
め
て
Ｊ
Ａ
ご
と

う
高
菜
部
会
「
日
本
農
業
賞
大

賞
」
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
こ
れ
を
機
に
五
島
産
高

菜
が
も
っ
と
全
国
に
ア
ピ
ー
ル

で
き
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
先
月
は
日
本
農
業
新

聞
の
普
及
推
進
を
行
わ
せ
て
い

た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
改
め
て
ご
紹
介
し
ま

す
が
、
日
本
農
業
新
聞
は
農

政
・
営
農
・
市
況
な
ど
の
情
報

が
満
載
の
日
刊
紙
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
地
域
情
報
も
充

実
し
て
お
り
、
五
島
の
記
事
も

多
く
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
各
支
店
に

設
置
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
一
度
目
を
通
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。（

紙
漉

諒
）

ごとう農業協同組合
●ＪＡごとう№.97●発行／ごとう農業協同組合 編集／総務部総務課 〒853-0041 五島市籠渕町2450番地1 �0959-72-6211

●http://www.ja-goto.or.jp ●印刷／（株）昭和堂

【本店】
〒853‐0041 長崎県五島市籠淵町2450
TEL0959（72）8211 FAX0959（74）5266

【上五島支店】
〒857‐4404 長崎県南松浦郡新上五島町青方郷355‐7

TEL0959（52）2417 FAX0959（43）1955
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